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仮説実験授業研 究会の 有志 で 行われる授業書作 りの 過程 にっ い て分析 し、そ こ で なされ る教育研 究の

科学的 な手法の 導入状況に っ い て 検討する。
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1　 研究の 目的

　 学習者に科学的認識を獲得 させ る 目的で 学校理 科

で は 様 々 な指導方法 に よる授業 実践が な され て い

る 。 本研 究で はその
一

形態で ある仮説実験授業研究

会 の 実践を取 り上 げて 実態 を分析 して い る。 こ の 研

究会で は授 業書と名付け られ た教師用の 指導書を作

成 し て お り、そ の 指示 通 りに 教師が 授 業を行 う。教

科書 ・参考書 ・実験書 ・教師実践 ノ
ー

トを合本 した

体裁 の 授業書は、ど の ク ラ ス にお い て も同様な子 ど

もの 応答変化を引 き出せ る授業が で きるよ う展 開が

吟味 され 開発 されて い る とされ る 。 こ の授業書の 作

成 によ り、理科授業を通 じて 教師や学習者 に何を保

障 し、また学習者 へ 科学的認識 の 獲得を提供 す る 目

的を真に果たせ て い るの で あろ うか。

　本発表で は、近年行われ た授業書の 開発過 程 で の

教育研 究の 内容 を分析 し、科学的な手法 の 導入状況

に つ い て検討する 。

2　研究の 方法

　授業書の 開発経過 を開発 中心者 の 持 っ デー
タとイ

ン タ ビ ュ
ー

調査 に よ っ て分析 し、そ の 過程で と られ

た授 業実践の 検証方法等につ い て再吟味する 。

3　授業書 「粒子と結晶」 の開発過程

　こ の 授業書は 、
1968 年に 作られた授業書 「結晶」

の 改訂作業 にお い て 新たに作 り出 され た。仮説実験

授業研究会では、一度仕上が っ た授業書で も成果が

十分で ない と判断 された時は有志 に よ り改訂作業が

行われる。

　　　　　 ◇　開発過程 の 概略　◇
・　2003 年夏の 大会 ：粒 子論を前面に 出した 「結晶」

　改訂案発表

　→ 6 ク ラス （小 4〜中 2）の有志による実験授業
・2004 年冬 の 大会 ： 「粒子 と結晶 1 作成決定
・2004 年 4 〜 6 月 ：東京の福嶋昭雄が中心 とな り、

　主に授業書開発講座で検討を経 る。

・2004年夏の人会 ： 「粒子 と結晶」 発表。

　 → 4 ク ラス （小 4〜中 2）の 有志に よる実験授業
・2005年 ： 実験授業の 結果を受け、主 にお話部分

　 の 検討 。

　
一・ 5 クラ ス （小 2〜中、科学教室）の 実験授業

・2006〜2007年 ：授業書に挿入 する読み物作成

　 → 並行 して 実験授業 （3 ク ラス ）
・2008 年冬の 大会 ：検討後、「ほぼ完成」 と発 表

　 → 各地で の 実践
・2010年 ：細か い 手 直しを経て 本印刷 し て授業書

　 と して 販売開始

4　分析

　　「粒子 と結晶」 の 授業書作 りは研究会が考え て

い る 『仮説 → 実験』の 手順で行 われ て お り、試案

の作成後に数名 の 会員協力者に よ り異学年で 実験

授業を実施 し、各実践 で の学習者 の 応答数に関す

る結果 を内容の 適否の 判定に用い て い る 。 実践校

の サ ン プ リン グに計画性 はな く、回答分布再現性

の 判断基準が明瞭で ない た め、仮に実証法 に科学

的な方法が採用 され た と して も、結果の 普遍化の

判断を科学的に行 えな い状況に ある。

　また、授 業の 内容妥 当性 の 判断基準は 、「授業が

楽し い か 」 と 「授業で 扱 っ た問題 に基づ く回答選

択 の 反復定着度」 とい う学習者の 応答に依 っ て い

る。授業 の 楽 しさの 意味は問わず、また課 した問

題 の 回答選択を引き出す理 由、即ち彼 らの 具体的

な科学的認識 の状況確認を必ず しも全学習者に求

めない 授 業形態を取っ て い る。研 究会の ね らい で

あ る 「科学的認識 が獲得で き、学習者 に歓迎 され

るた の しい 授業の 実現」 に対 し、こ の 判断基 準は

実際の 学習者や授業を捉 える妥当な評価手法であ

るとは言い きれ ない 状況 にある 。 ただ、授業書の

展開が大半の 学習者 によ る 回答傾向 を つ かみ、あ

る回答選択の 強化を行 えて は い るよ うで ある。
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